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１．目的  

国土交通省では、将来的な担い手不足、インフラの

老朽化、維持管理費の増大といった課題への対応と

して、「i-Construction」やインフラ分野へのロボッ

ト導入や AI 研究開発の促進に取組んでいる。土木研

究所では、「AI を活用した道路橋メンテナンスの効

率化に関する共同研究」にて、メンテナンスサイクル

における点検・診断・措置の効率化を進めている。 
5 年毎の橋梁定期点検は、現地での近接目視と点検

報告書の作成に多くの労力（人、時間、費用）を必要

としている。国土交通省では、橋梁点検の効率化を目

的として、「新技術利用のガイドライン（案）」「点検

支援技術（画像計測技術）3 次元成果品納品マニュア

ル【橋梁編】（案）」を公開し、点検ロボットの活用を

積極的に推進している。 
著者らは、橋梁点検に UAV（Unmanned Aerial 

Vehicle）と SfM（Structure from Motion）を利用し

た「橋梁 3 次元データを活用する橋梁点検手法」を

提案している。（図１）本稿では、著者らが検証して

きた知見を用いてトラス橋及び鈑桁橋において検証

した事例を紹介する。 
また、本稿は、内閣府「官民研究開発投資拡大プロ

グラム（PRISM）」の成果の一部である。 
 

２．実施概要 

２．１．検証場所 

検証は、国土交通省関東地方整備局宇都宮国道事

務所が管理する国道 4 号線の新鬼怒川橋の第 6 径間

（鈑桁橋）と第 7 径間（トラス橋）で行った。（図-2） 

２．２．検証機材 

橋梁の撮影に使用した点検ロボットは「国土交通

省策定の点検支援技術性能カタログ(案) 」に登録さ

れている点検用小型 UAV（全方向衝突回避センサー

搭載）を用いた。橋梁 3 次元モデルの作成・オルソ

モザイク画像の作成は、市場で調達できる SfM ソフ

トウェアとして PIX4D を用いた。3 次元モデルの閲

覧には、土木研究所と共同研究にて開発を行ってい

る米国イリノイ大学の Reconstruct を用いた。 
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３．検証項目 

３．１．UAV 撮影方法 

橋梁 3 次元モデルを構築

するための撮影方法は、位

置座標取得を目的とした遠

景撮影と、点検写真取得目

的の近景撮影に分けて行

い、それぞれ SfM 処理用に

重複撮影とした。遠景撮影

は、標定点を橋梁上の歩

道付近に設置し、橋梁全

体を斜めから 30ｍの距離で撮影した。（図-3）近景撮

影は部材より 0.5ｍ～1ｍ程度の距離で撮影した。 
（１）トラス橋の近景撮影 

トラス橋の近景撮影の飛行経路（以下「撮影コー

ス」という。）は、ガセットを中心に周回し撮影した。

この他の床版裏、橋脚、橋台などの部材は、部材表面

を網羅するように複数コースで撮影した。（図-4） 
（２）鈑桁橋の近景撮影と SfM 用接続撮影 

鈑桁橋の近景撮影は、桁内部を網羅的に撮影した。

遠景撮影と近景撮影を接続させるために、桁下面側

から離した接続撮影コースを考案した。（図-5） 
３．２． 3次元モデルの構築 

トラス橋および鈑桁橋の近景撮影写真 3 次元モデ

ルを構築し撮影位置を算出した。橋梁 3 次元モデル

構築は、下記の 3 段階で行った。手順１）遠景撮影

写真と標定点座標を SfM 処理し、橋梁全体の「①遠

景撮影写真 3 次元モデル（座標あり）」作成。手順２）

「②近景撮影写真の部材モデル（座標なし）」の作成。

手順３）①から座標を抽出し②に付与し「③近景撮影

写真 3 次元モデル」を構築。（図-6） 
３．３．3 次元成果の活用方法 

トラス橋および鈑桁橋の近景撮影写真 3 次元モデ

ルと撮影位置を橋梁点検の基礎資料として利用する

ために、PIX4D からオルソモザイク画像を作成し、

さらに Reconstruct に設定した。（図-7） 
 

４．まとめ 

本検証により、トラス橋および鈑桁橋において、

UAV で撮影した写真から、橋梁点検に資する 3 次元

モデル作成方法の知見が得られた。 
3 次元モデル作成の検証事例については、土木研究

所ホームページ「研究成果・技術情報、プログラム・

要領等の提供」にて「橋梁 3 次元モデルの構築（検

証事例）」として掲載している。 
https://www.pwri.go.jp/jpn/results/offer/index.html 
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